
＜様式１０－１＞

（　令和4　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　　   　　（　京都市西野　）児　童　館

活動名 実施回数 内　　　　　　　　　　　　　　　容 成　果　と　課　題
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

③行事活動

・児童館ルール説明会 児童館のルールやおもちゃの使い方など、児童館での約束を知る
・交通安全教室 1 0 0 62 1 19 0 2 0 0 0 84 山科警察署の交通課の方による集団下校時の危険箇所や交通ﾙｰﾙについて講話と見送り 集団帰宅をする際の意識づけをすることができた。
・七夕会 1 0 1 65 0 10 0 0 0 0 0 76 世界の七夕伝説についてペープサートで話を聞く 季節感が味わえ、子ども達は喜んでいた。今後も続けていく。

・夏のおたのしみ会 1 0 0 66 0 18 0 0 0 0 0 84 高学年クラブによるコーナーやゲームコーナーなどを自由にまわる 高学年クラブを中心とした夏らしい楽しい行事を実施することができた。

・クリスマス会 1 0 3 58 2 7 0 2 0 0 0 72 高学年クラブ企画のみんなあそびや、クリスマス工作をする 高学年が中心となり、楽しい内容で実施できた
・お正月あそび 2 0 0 66 1 10 0 0 0 0 0 77 季節のあそびやお正月ならではの遊びを知る 季節感を味わいながら、楽しんで参加していた。子ども達の遊びの幅が広がった。

・かるた大会 1 0 2 21 0 0 0 0 0 0 0 23 トーナメント戦でかるたを実施し、各学年で上位３名を決めて表彰 子どもたちの関心意欲が高く、真剣に取り組んでいた。今後も実施したい。

・3月お楽しみ会 1 0 0 47 0 3 0 0 0 0 0 50 お手玉、けん玉、ダンスの発表を楽しむ 今年度最後の行事として締めくくりの行事となった。
・避難訓練（火災） 2 0 0 81 0 4 0 0 0 0 0 85 火災時を想定したの避難訓練 子どもだけでなく、職員の動きも確認できたのでよかった。

・避難訓練（地震） 2 0 0 44 0 0 0 0 0 0 0 44 地震発生時の避難と避難時の経路確認 2回目は実施日を公表せずに、抜き打ちで行なったが混乱なく取り組めた。

・避難訓練（不審者） 2 0 1 66 0 6 0 0 0 0 4 77 児童館に不審者が侵入した時の対処と避難の訓練 地域のスクールサポーターの方と連携して取り組めた。
・避難訓練（地震・火災・台風） 2 0 0 51 0 0 0 0 0 0 0 51 地震発生後火災が起きた場合の避難方法について確認。台風が近づいていたため、併せて台風についても話をする クイズや掲示物を使い楽しく学びながら実施できた。
・避難訓練（水害） 2 0 0 41 0 0 0 0 0 0 0 41 大雨洪水警報が発令した場合の訓練。 視覚的教材（映像）を用いて、わかりやすく学ぶことができた。

・すてきばんく 2 0 1 87 0 8 0 0 0 0 0 96 児童館利用者（地域の方含む）の特技を生かす事業。今年度は「生き物の生態」と「英語のおはなし」 保護者の特技を披露することで、その児童がすごく喜んでいた。地域資源を生かせるよい事業なので今後も続ける。

・おはなしタイム 10 0 0 186 0 4 0 0 0 0 0 190 職員による絵本の読み聞かせ おはなしの世界にふれる良い機会になっている。クラス担当や子どもたちが読み手として参加できる場にしていきたい。

・節分会 1 0 0 24 0 0 0 0 0 0 1 25 節分にまつわる話を聞いた後に鬼が登場する 伝統行事を学び体験できる貴重な機会。今年度は鬼役を地域の方にお願いし、交流もできた。

・オンライン将棋大会 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 オンラインでの将棋大会の参加。 オンラインで他館の子と対戦することで、他館との交流にもつながった。

④ｸﾗﾌﾞ活動

・将棋クラブ 18 0 62 106 1 5 0 0 0 0 2 174 将棋の指し方を学び、クラブ員同士で対戦する 低学年を中心に子どもたちの興味関心が非常に高い。自主的に活動できている。

・高学年クラブ 34 0 0 0 37 67 0 0 0 0 0 104 児童館行事の手伝い、コーナーの企画・準備・当日の運営など 自分たちで決めたことを最後まで責任もって取り組んでいた。放課後に集まるのが難しく活動時間が限られてしまうのが課題。

・チャレンジクラブ 20 0 8 273 0 13 0 0 0 0 0 294 けん玉・お手玉・なわとびの検定 検定に向けてがんばって練習している姿が見られた。次年度も続けていく。

・ハンドメイドクラブ 10 0 41 26 7 10 0 0 0 0 0 84 細やかな制作活動を楽しむ 活動日を楽しみに毎回必ず参加する子もいた。低学年も参加できるようにしていたため、手芸活動が実施できなかった。

・きりえクラブ 7 0 8 10 4 3 0 0 0 0 0 25 カッターナイフを使って紙を切り、作品を作る クラブ員が熱心でほとんど欠席がなかった。作品の掲示ができてよかった。

⑤地域交流促進活動

＊注　基本活動は，指針に基づき(２)遊びの教室活動(３)行事活動(４)クラブ活動(５)地域間交流促進活動(６)障害のある児童の居場所づくりと活動への参加促進(７)思春期児童の活動支援に分類して記入すること。
　　　推進活動は，指針に基づき(９)地域を知る活動(１０)移動児童館活動に分類して記入すること。
　　　指定活動は，指定児童館のみ別途報告すること。
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＜様式１０－２＞

（　令和４　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（ 　京都市西野　）児　童　館

活動名 実施回数
自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ 中高生 大学生 大人

1乳幼児とその保護者を対象とする活動

①乳幼児ｸﾗﾌﾞ活動

・もりもりｸﾗﾌﾞ 27 131 0 0 0 0 0 119 0 0 0 250

・けろちゃん 22 188 0 0 0 0 0 180 0 0 0 368

・おたまちゃん 22 127 0 0 0 0 0 126 0 0 0 253

②乳幼児広場の活動

・ランチデー

・ペンギン広場 83 370 0 0 0 0 0 336 0 0 0 706

2家族参加を促す活動

・産後ケア 12 36 0 0 0 0 0 34 0 0 14 84

・アタッチメント&ベビーマッサージ 12 40 0 0 0 0 0 50 0 0 0 90

・リトミック 12 76 0 0 0 0 0 90 0 0 4 170

・ぺったんアート 8 81 0 0 0 0 0 76 0 0 0 157

・スクラップ教室 1 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 4

・食育講座 2 12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 24

・おしゃべりサロン 10 37 0 0 0 0 0 34 0 0 8 79

0 児童館にて直接受理 0 健全育成問題 0 児童相談所 3
0 児童相談所 3 家庭養育問題 3 保健所 0
0 保健所 0 成長･発達問題 0 子ども支援センター 3

(3)子育て家庭相談・援助 3 子ども支援センター 3 教育問題 0 幼稚園･保育園 0
   活動 0 主任児童委員 0 非行･問題行動 0 小学校 3

0 その他 0 その他 0 中学校 0
0 総合支援学校 0

高校生 0 その他 0

(4)子育てグループを育成
   ・支援する活動

(5)子育てと健全育成に関
   する啓発活動

※注　基本活動は，指針に基づき(1)乳幼児とその保護者を対象とする活動[①乳幼児クラブ活動　②乳幼児の広場活動]（２）家族参加を促す活動に分類して記入すること。

音楽活動を通して親子の絆を深める。

登録者のニーズに合わせて活動できた。園
に通う方が多く登録者が集まりにくい。

アンケートの実施や活動の様子を掲示を通
じて、参加者の思いを知りモチベーション
アップにつながった。
継続の参加者が多く、よい雰囲気で行なえ
た。
実施していきたい。

感染拡大防止に伴い中止

利用者が多く、ニーズが大きい活動。今年度途中
から準備のため活動時間を変更した。余裕をもっ
て利用者を迎えることに繋がった。

小１～３年（学童）

小１～３年（自由来館）

件数 受　理　及　び　相　談　経　路

0

申し込みが定員いっぱいになるほど人気の
活動。にぎやかに楽しまれている。
参加者が多く需要の高さを感じる。人気の
高さ故月齢がさまざまで対応が難しい時が
ある。

同室で託児しながら、お母さんの悩み事など気軽に話せる場を提供。

手形・足形をつかった作品づくり

元幼児クラブの保護者が講師になり、参加者に産後の身体ケア方法
を伝授。その間、子どもは別室にて民生委員の方や社協の方にお手
伝いいただき託児する。

触れることの大切さを知ってもらい、親子の絆を深める。

0 0 26

いろいろな方法でスクラップブッキングの制作を行なう。
写真を使った制作に限られるため準備が大
変。同じような活動は他クラブでも実施し
ているため、今年度いっぱいで廃止とす

コロナ禍でお母さん同士の交流が生まれに
くい昨今、貴重な機会となっている。

食に関して興味関心がある参加者が多く好評だった。

参加者が満足して帰られている。実施月に
よっては、参加者が少ない時もあるため、
引き続きしっかり広報していく。

継続して参加される方が多く、和気あいあ
いとした雰囲気の中で楽しまれている。

年度内に２歳になる幼児とその保護者を対象とした登録制クラブ。

1歳前後の幼児とその保護者が対象。体操・手あそび・読み聞かせ
や設定あそびなどを実施。

0歳から1歳の乳児と保護者を対象。ふれあいあそびや設定あそび
を実施。

件数

講師の方による講演を実施。

児童館で昼食を取れる日。児童館より１杯20円で飲み物もを提供。

児童館の大型遊具などで自由にあそぶ。
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動
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－

成果と課題

3件数　計 － 9
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合計
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＜様式１０－３＞

（　令和4　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　  　  　　（　京都市西野　）児　童　館

自由来館 学童クラブ 自由来館 学童クラブ

・産後ケア 12 36 0 0 0 0 0 34 70 　産後の身体のケアを行う

ことで、母親のｽﾄﾚｽ軽減と

なり、地域の方とも交流で

きた。

中高生 大学生 大　人 合　計

・自治会連合会
・社会福祉協議会
・民生児童委員協議会
・交通対策協議会
・少年補導委員会
・西野小学校
・西野小学校PTA
・安祥寺中学校
・洛東幼稚園
・鏡山保育所
・山階保育園
・山科保育園
・子育て支援センター
・保健センター
・山科区の児童館
・西野老人会

　おたよりの配布や情報交換を行うことで、充実した活動が
できたように思う。
　今後も続けていけるようにしたい。

・西野学区子ども子育て支援ネットワーク会議の開催
・各施設へのおたよりの配布
・児童館の行事への参加など
・基幹ステーション

(1)地域住民との交
　流を促進する活
動
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－
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児童館
民生児童委員

成果と課題

0

成　　　果　　　と　　　課　　　題

今後、取り組んでいきたい。

0

西野社会福祉協議会

12 34

活　　動　　人　　数
成　　　果　　　と　　　課　　　題活　　動　　内　　容

70036

(3)地域との連携を
　促進する活動
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＜様式１０－４＞

（　令和４　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　　 　　（　京都市西野　）児　童　館

・子育て支援部会 京都市社会福祉協議会 １回 ・4ヵ月健診について ・コロナウイルス感染拡大
　防止に伴い、実施できな

(4)児童館を支える地域 ・各館の乳幼児事業・来館者 　かった。
   組織作り 　人数の現状について

(5)地域への施設提供

・利用しやすい曜日を聞き、集まりやすい曜日を
　把握し日程調整を行ない、参加者が増えるよう
　にしていく。
・こんな行事を増やしてほしいなど、保護者の

(6)地域調査活動 　ニーズに応じた内容も取り入れ、参加者に満足
　してもらえるように今後も工夫していく。
・利用者の意見も積極的に取り入れていきながら、
　児童館をたくさん利用してもらえるように
　今後も取り組んでいく。

調査主体 調査方法
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組織名称

会場提供・備品貸出等
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成果と課題

調査目的

提供先（団体・機関等）使　用　目　的



＜様式１０－５＞

（　令和４　）年度　　　　　　児　童　館　事　業　年　間　活　動　報　告　書　　　 　　 　　（　京都市西野　）児　童　館

・児童館だより 毎月 地域住民　小学校全児童 ・各地域への回覧 ・毎月の行事の広報や申し込み受付日の記載 地域の回覧と小学校で配布していただき、情報が

乳幼児保護者など ・小学校各クラスに配布 広く周知されてよい。実際に回覧をみて参加

された方もおられた。今後も継続していく。

・学童クラブだより 毎月 学童クラブ登録児童・保護者 ・学童ｸﾗﾌﾞ内で配布 ・毎月の行事日などの記載 子ども達のあそびの様子を分かりやすく記載し、

楽しんで目を通してもらえるように作成できた。

・乳幼児さんの活動案内 年１回 乳幼児保護者 ・乳幼児行事時に配布 ・乳幼児向けの事業の紹介と内容を細かく記載 初めて利用する方が理解できるように、紹介と

内容を細かく記載してよかった。継続していく。

・毎月の行事の案内 毎月 利用者や地域の方々 ・西野児童館入口前の掲示板に掲載 ・毎月の行事案内 掲示板に掲載することで、児童館を利用したこと

がない方でも見ることができるのでよい。

QRコードから児童館ホームページにつながるように

掲示をし、メモなどを持っていなくても、予定を

見ていただけるようになった。

・毎月の行事の案内 毎月 利用者や地域の方々 ・京都市児童館ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載 ・毎月の行事案内 必要に応じて頻繁にﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新を行なえた。

成果と課題
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広報物の種類 発行頻度 広報対象 広報方法 広報内容


